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果
－
一
子
ア
、
国

5
5
氏
A

多
数
ノ
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
像
－
一
就
キ
ア
之
ヲ
確
認
uv

骨
端
部
横
断
面

ノ
前
下
四
分
ノ
一
一
世
劃
－
一
畿
育
障
碍
ヲ
認
ム
ト
説
明
セ

y
、
加
之
宮
－

S
F
氏
ノ
解
剖
由
学
的
観
察
A

之
等
骨
端
線
ノ
不
規
則
ナ
Y
状
態
ヲ
明

示
ス
ル
ト
共
ニ
閥
節
面
ガ
尋
常
－
一
比
ジ
七

O
l八
O
度
移
動
セ

Y

－
一
反
シ
．
骨
端
線
A

僅
三
一
一

O
｜
四

O
度
移
動
セ

Y

ュ
過
ギ
ズ
ジ
ア
其
間

約
四

O
度
ノ
差
ア
Y

ヲ
示
ジ
、
虫
色
2
2
J
出¢｝
4

．
C
H
e

］一。一】

u
F
5・ュ
E
氏
等
ノ
行
へ
M
F

貫
験
的
研
究
ト
相
侠
チ
－
プ
骨
端
軟
骨
ノ
原
接
性
障
碍
説
－
一

有
力
ナ
Y
論
懐
ヲ
輿
フ

Y

ニ
至
レ
η
ノ
、
濁

9
2
E
E
m
g・
氏
ノ
唱
道
ス

Y
所

V
L
7
6
・2
y
p
Z
B
F
g
f
F
出

2
5
諸
氏
ノ
説
ト
相
反
U
J

横山円－一

起
U
F

屈
曲
A

骨
端
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
骨
韓
－
一
号
亦
存
ス
ト
ナ
ジ
氏
A

其
成
立
ヲ
尺
骨
ヲ
廻
旋
軸
ト
ジ
ア
替
震
ス
w
y

覆
手
ノ
意
味
－
一
於
ケ
Y

車
ナ
Y

機
械
的
論
理
ヲ
以
ア
設
明
シ
、
之
－
一
向
ヒ
ア
特
ニ
模
型
ヲ
用
ヒ
ア
貫
験
的
謹
明
ヲ
試
ミ
骨
端
－
一
於
ケ
w
y

襲
化
ト
雄
モ

Y

A

副
究
的
ノ
象
徴
ニ

シ
ア
骨
端
軟
骨
ノ
原
稜
障
碍
－
一
ア
ラ
ズ
ト
ジ
、
閥
節
面
ガ
斜
位
ヲ
呈
ス
ト
毛

Y

A
主
ト
シ
ア
骨
瞳
ノ
尺
骨
側
轡
曲
－
一
件
プ
必
然
的
現
象
ナ

y

ト
思
惟
ジ
、
夏
一
一
骨
端
ノ
示
ス
尺
骨
側
轡
曲
ソ
ノ
モ
ノ
モ
・
本
崎
形
－
一
封
ス

Y

一
ノ
素
図
的
徴
候
ト
A

矯
ジ
難
ク
ジ
ア
車
ナ
Y

部
分
的
所
見
ニ

蹄
着
ス
ペ
ク
又
出
5
r
f
2
0
m
d－E
氏
等
ノ
認
メ
タ
Y
骨
端
部
ノ
麗
化
A

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
像
－
一
ヨ
リ
ノ
誇
大
誤
認
セ
－
フ
レ
ジ
事
大
ナ

y
ト
論
ゼ

y

然
レ
共
ロ
｝
一
F
z
p
z
氏
亦
出
喜
三
氏
ノ
説
－
一
賛
成
シ
氏
等
ト
同
様
ノ
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
L
像
ヲ
接
見
セ
リ
。

上
通
ノ
如
ク
構
骨
ノ
盤
化
著
ジ
キ
ニ
反
ジ
尺
骨
A

只
他
動
的
－
一
影
響
ヲ
蒙

2
7手
背
面
－
一
向
フ
不
全
股
臼
ノ
位
置
ヲ
取

y
同
時
－
一
下
端
A

軽
ク
背
側
－
一
一
腎
曲
ス
、
時
二
一
穂
骨
側
凹
轡
或
A

先
端
ノ
肥
厚
ヲ
見
y
、
前
牌
A

之
等
榛
骨
、
尺
骨
ノ
盤
化
ノ
潟
ニ
常
態
ノ
モ
ノ
ヨ

y
多
少
短

縮
セ
山
川
知
ク
、
叉
梼
骨
ノ
盤
化
A

尺
骨
ノ
夫
レ
－
一
比
ジ
遁
ニ
高
度
ナ
Y

ヲ
以
－
プ
尺
骨
ノ
却
ア
普
通
ヨ

y
長
ク
映
ズ
U
F

コ
ト
ア
リ
ノ
、

F
E
Y－氏

A

右
片
側
性
本
崎
形
ヲ
賞
駿
ジ
其
際
右
側
尺
骨
ガ
健
康
ナ
ル
左
側
ノ
同
骨
ヨ
リ
モ
二
糎
長
キ
ヲ
認
メ
之
ヲ
説
明
ジ
ア
日
ク
．
忠
側
一
一
炉
、
－
プ
A

尺

有t
宅書

F、
原

著
L」

・．
回

li>1 

折

ヨJ
J

J

r

’

戸
川
fy
競

五
五
五
）



~p; 

巻

F可

原

著、J

前

折

一九
五
六

（
第
九
v
競

－カ
’h
」’）

骨
下
端
ガ
閥
節
ヨ
リ
雌
解
シ
鴻
－
一
腕
骨
－
一
由
Y
長
経
費
育
ノ
抑
制
ア
受
ケ
ザ

yuJ
結
果
ナ
リ
ト
。

、
、
、
、
、
、
、

腕
骨
一
一
於
ケ
w
y

襲
化
A

其
第
一
列
A

常
態
一
一
認
ム
UF

ガ
知
キ
規
則
正
ジ
キ
弧
朕
ヲ
呈
セ
ズ
ジ
ア
甚
ジ
キ
（
其
形
模
朕
ヲ
成
ジ
先
端
－
一
月
拭

骨
ア

y
、
而
uv
－
プ
之
等
A

主
ト
ジ
ア
梼
骨
ト
接
鯛
ス
、

ZA－－向。
z

氏
A

腕
骨
ノ
萎
縮
セ

Y
ヲ
認
メ
タ
ソ
。

以
上
A

本
崎
形
ノ
成
立
機
時
ニ
閥
ス
グ
理
論
ノ
大
要
ナ
レ
ド
モ
諸
準
者
A

更
－
一
特
殊
ノ
人
－
一
ノ
ミ
好
ン
デ
本
崎
形
ノ
如
キ
特
異
ノ
獲
化
ア

招
致
ス
M
Y

ニ
至
u
y

其
異
因
乃
至
要
約
的
誘
因
ヲ
把
捉
セ
ン
ト
企
闘
hv
説
ヲ
鴻
セ

Y
者
亦
少
ナ
カ

ラ
ズ
、
故
－
一
余
A

次
ニ
之
等
諸
説
ヲ
綜
合
ジ
原

因
論
ノ
主
眼
ト
ナ
M
F

モ
ノ
大
略
五
ヲ
匝
別
シ
ア
記
越
ヲ
試
ミ
ム
ト
ス
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
、
腕
闘
節
部
固
定
接
置
ノ
夜
ボ
ス
影
響

前
述
ノ
如
ク
本
崎
形
ノ
際
尺
骨
A

手
背
－
一
向
フ
不
全
脱
臼
ノ
位
置
ヲ
保
ヅ
結
果
、
閥
節
嚢
及
関
節
補
助
靭
帯
A

伸
長
ス
、
＋
ノ
レ
バ
ロ
五
｝
S
A
g－H

氏
A

手
ヲ
過
度
－
一
使
用
ス
M
F

事
－
一
因
リ
ア
起
Y
腕
開
節
部
制
帯
ノ
弛
緩
ヲ
以
ア
第
一
矢
的
要
約
ト
鴬
ジ
二
夫
的
作
用
ト
シ
ア
屈
筋
ノ
力
、
仲
筋

ヲ
凌
駕
ス

Y
事
ヲ
事
ゲ
雨
者
相
侠
チ
テ
本
崎
形
ガ
完
成
千
ノ山戸

、
モ
ノ
ト
思
考
セ

y
、
英
他

。
三
－vF
C
F
5
3J
H内

razz－03
u
】

V
H2
・
氏
等
宅
一
腕

閥
節
固
定
装
置
ノ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
考
慮
セ

y
、。－

2
1
弔
氏
亦
此
貼
－
一
留
意
シ
設
ヲ
鴻
シ
ア
臼
ク
、
尺
骨
ト
腕
骨
ト
ノ
固
定
A

榛
骨
ト
腕
骨

ト
ノ
間
二
於
ケ
Y

ヨ
y
モ
薄
弱
ナ
グ
’ガ
潟
－
一
、
榛
骨
ノ
掌
側
－
一
屈
曲
ス
M
Y

ヤ
先
グ
尺
脆
開
節
－
一
於
ケ

ペ
不
全
脱
臼
ア
招
致
ス
卸
チ
本
崎
形
－
一

電
要
ナ

Y

一
徴
候
タ

Y
尺
骨
ノ
不
全
脆
臼
A

閥
節
固
定
ノ
弛
緩
一
一
依
リ
ノ
ア
理
解
セ
・
ラ
Y
ペ
ク
且
本
崎
形
ガ
男
子

ヨ
リ
ノ
モ
女
子
－
一
一
期
費
ス

Y
事

費
毛
一
般
－
一
女
子
ノ
関
節
構
造
ガ
男
子
一
一
比
ジ
薄
弱
ナ
U

F

7

意
味
ジ
又
本
崎
形
ノ
際
往
々
患
者
ノ
訴
プ

Y

局
部
ノ
疹
痛
ノ
如
キ
毛
閥
節
嚢
ノ

過
度
ノ
伸
長
ト
符
合
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
、
然

ν
共

ご

名
－Z
－
vpv－空目的
5
－J
4
与
2
・日ロ田口

rw
p－zmc
諸
氏
A

此
原
因
説
一
一
反
封
シ
、

m
J
＝・

E
r
g－

氏
モ
尺
骨
ノ
不
全
股
臼
A

榛
骨
ノ
轡
曲
－
一
閃
ス

Y
副
現
象
－
一
過
ギ
ズ
ジ
ア
本
崎
形
ノ
本
態
原
悶
ニ
開
ス
ル
理
論
ト
シ
－
プ
A

無
償
値
ナ
w
F

モ
ノ

ト
見
倣
セ

y
。

初
メ

二
、
性
夜
隼
齢
ト
ノ
関
係
。

F
Z
zm氏
A

十
三
歳
以
下
ニ
本
崎
形
患
者
ヲ
認
メ
得
ず

y
ジ
ガ
、
其
後
ノ
報
告
例
中
－
二
夏
－
一
幼
年
ノ
モ
ノ
或
A

反
劃
ユ
壮
年



期
ニ
肉
質
見
セ
ラ
レ
タ
w
y

モ
ノ
少
数
ア

9
、
然
レ
共
葉
大
多
数
A

青
春
期
－
一
費
シ
、
又
女
性
一
頻
稜
ス
、
従
ツ
ア
皐
者
A

之
ヲ
本
崎
形
ノ
特
異
ト

ナ
ジ
常
一
一
統
計
的
観
察
等
－
一
基
キ
ア
其
異
義
ヲ
探
究
セ

y
、
例
之
虫
品
ュ

a
氏
A

好
ン
デ
十
二

l
十
八
歳
－
一
来
Y
7
認
メ
、
之
ヲ
未
ダ
骨
成

長
ノ
道
程
一
一
在
w
y

者
ガ
漸
ク
過
劇
ナ
Y
持
働
一
一
従
事
ジ
始
ム

Y
ガ
潟
ニ
シ
ア
女
子
ガ
男
子
－
一
比
uv
高
キ
羅
病
率
ヲ
示
ス
A

一
般
－
一
前
者
ノ
骨

格
ガ
後
者
ヨ
H

ノ
モ
…
繊
弱
ナ
Y

ニ
由
Y
ト
臼
ヒ
、
又

S
ユロ
m
問
。
吋
氏
A

青
春
期
ヲ
以
－
プ
新
陳
代
謝
並
－
一
内
分
泌
器
官
ノ
革
命
期
ナ
w
F

所
以
ヲ
指
摘

し

v
－
プ
設
明
セ

y
。

三

、

機

械

的

原

因

出
包
乙

5
∞
氏
ニ
従
ヘ
バ
日
常
手
ノ
屈
筋
ヲ
動
カ
シ
ア
仕
事
ヲ
替
ム
人
々
ニ
ア
1

7

A

手
ヲ
強
ク
屈
曲
ス

Y
毎
－
一
仲
筋
ノ
腿
A

常
－
一
一
様
骨
下

端
ヲ
腫

uv
此
不
断
ノ
刺
戟
A

営
該
部
位
ノ
費
育
異
常
ヲ
招
来
ジ
途
－
一
梼
骨
ニ
手
側
－
一
轡
曲
ス

Y

－一至

y
、
サ
レ
バ
青
春
期
－
一
斯
カ
Y
生
活
朕
態

ニ
置
カ

y
・
人
、
殊
ニ
婦
人
、
例
之
洗
濯
婦
等
－
二
本
病
ヲ
好
畿
ス
ト
、
巴
屯

a
g
p
氏
毛
夙
－
一
本
崎
形
ト
患
者
ノ
職
業
ト
A

密
接
ナ
u
y

閥

係
ニ
ア
Y

コ
ト
ヲ
留
意
シ
、
又
冒
と
∞
笹
山
宮
9
J
g
y
o
H
J
出
三
口

y
p巳
包
吾
氏
等
何
レ
毛
屈
筋
ノ
牽
引
ニ
困
Y

影
響
ヲ
是
認
セ

y
、
蓋
シ
此

職
業
的
関
係
タ
M
Y

ヤ
本
崎
形
ガ
上
流
世
曾
ノ
人
々
ヨ

y
毛
寧
ロ
手
指
ノ
過
勢
ヲ
来
ス
ガ
如
キ
業
務
－
一
従
事
ス

Y
者
例
之
洗
濯
婦
、
指
物
師
、
印

刷
匠
等
或
A

少
シ
ク
意
味
ヲ
異
ニ
ス
レ
ド
毛
彼
ノ
司「
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
若
シ
ク
A

庭
球
ノ
如
キ
運
動
競
技
－
一
波
頭
ス

Y
者
－
一
績
費
セ

Y
事
賞
ヨ

y

推
論
セ
ラ
レ
タ
Y

毛
ノ
ニ
シ
ア

5
6
5
J
巴

ZHvrHWF含『
P
C
E－－uJ
巴
乙
Z
F
4
4
E
O
B
H
E怠
諸
氏
就
中

cgmw叩｝
σ
氏
之
ヲ
カ
説

u
v
p・2
乙作曲

氏
亦
同
一
ノ
見
解
ヲ
有
ス
、
其
他
国
。
g
s
v
氏
ノ
如
キ
モ
青
春
期
－
一
於
ケ
U
F

重
量
負
擢
ノ
不
等
ナ
Y

－
一
因
ス

Y

一
一
崎
形
ナ

y
ト
認
メ
、

3
E
u
m
z

氏
ノ
．
仮
設
A

覆
手
ノ
意
味
－
一
於
ケ
Y
手
ノ
蓮
動
ガ
輿
ツ
ア
カ
ア

y
ト
ナ
ス
、
反
之
∞

2
9
F
3
m
p
出

2
5
諸
氏
A

職
業
－
一
因
Y
原
図
的
影

響
ヲ
否
定
セ

y
、
又
上
遮
ノ
如
キ
機
械
的
作
用
ヲ
－
第
二
義
ノ
ヨ誘
因
ト
見
倣
ジ
他
－
一
其
主
因
ヲ
求
メ
タ
Y
者
－
一
、
回
目

E
Y
民
ロ
包

wmumH－E
氏

等
ア
ヲ
、
其
他
本
崎
形
ガ
屡
々
外
傷
－
一
療
費
セ

Y
事
質
ト
封
照
シ
、
以
ア
外
傷
性
マ
引
」
ア
川
以

列
氏
崎
形
ノ
原
因
論
ア
接
表
セ

Y
皐
徒
少
ナ

カ
ラ
ズ
、
卸
チ

L
F
T
F
L
5

氏
A

本
崎
形
ノ
三
八
例
中
外
傷
性
ノ
モ
ノ
七
例
、
国
mv
江
志
也
氏
A

七
例
中
四
例
－
一
一
於
ア
之
ア
接
見
シ
、
夏
－
一

cgmな
F

氏
A

職
業
的
過
勢
ト
外
傷
ト
ノ
相
違
A

只
前
者
A

其
作
用
緩
慢
、
微
弱
、
持
績
性
ナ
Y

ュ
反
hv
後
者
A

一
過
性
強
劇
サ
U
Y

ヲ
，
意
味
ス

Y

モ
ノ

第

円札
品

位

著

】

F『

原

高

手斤

五
五
七

（常用
後
続

五
五
七
）



第

巻

，....可

原

著
L」

官
同3

折

五
五
八

（
第
安
時
蜘

五
五
八
〉

ナ
レ
バ
職
業
ト
同
様
外
傷
ア
モ
一
原
因
ト
見
倣
サ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
ト
ノ
意
見
ヲ
有
ス
、
雷
－
一
重
キ
外
傷
－
一
限
－
フ
ズ

出
伊
豆
号
、
と
｝
山
乙
一
色
・
同
一
コ
己
主
苧
口
氏
等
主
ト
ジ
ア
偽
蘭
西
事
涙
ノ
人
々

A
間
接
一
一
加

A
Y
軽
微
ナ

Y
一
回
ノ
外
傷
例
之
掴
ミ
外
グ
ジ
又

A
手
ァ
．

突
キ
ア
倒
レ
w
y

事
等
ヲ
モ
誘
因
ト
認
メ
タ

9
、然
v
共

mpロ
R

F
宮
哲
W
E
L－－
Hpmミ
氏
等

A
上
越
ノ
外
傷
－
一
基
ク
原
因
説
－
一
反
劃
シ
、

CPEFZ

氏
ノ
如
キ
モ
職
業
的
過
持
ト
共
－
一
只
二
究
的
ノ
意
義
ヲ
有
ス
M
Y

－
－
過
ギ
ズ
ト
ナ
ジ
、
出
2
5
w
出
。
品
祖
国
E
E
S
氏
等
ノ
見
解
モ
亦
特
接
性
漸

進
的
成
熟
ヲ
遂
グ
ペ
キ
異
ノ
マ

1
デ
w
y

シ
グ
氏
崎
形
ヨ

9
外
傷
性
ノ
モ
ノ
ヲ
分
離
ス

Y

7
以
ア
妥
営
ナ
P
ト
ス
山
て
二
致
セ

y
。

目
、
情
偉
病
ト
ノ
闘
係
。

本
崎
形
d
N

拘
偉
病
－
一
基
因
ス

Y

－
二
井
ズ
ヤ
ト
A

ピ
S
L
ζ
氏
ノ
着
目
セ
Y
所
－
一
シ
ア
氏
A

本
病
ァ
手
ノ
後
費
性
拘
倭
病

pvロ
r
r
u
E。
Z
E民

ふ

富

市

o
f
g
g
ト
稀
セ
リ
、
爾
来
賓
験
例
ノ
敷
ヲ
加
フ
M
F

ト
共
－
一
何
倍
病
A

原
因
論
ノ
焦
貼
ト
ナ
リ
ノ
ジ
戚
ア

2
ア
之
ガ
賛
成
者
宅
少
ナ
カ
ラ
ズ

而
ジ
ア
其
固
持
ス
M
F

主
ナ
U
F

論
懐
A

本
崎
形
ノ
後
生
時
期
ガ
彼
ノ
所
謂
後
酸
性
拘
僕
病
ト
略
年
輩
ヲ
同
ジ
グ
ジ
、
骨
端
軟
骨
A

不
規
則
ナ
Y
蛍

育
ト
不
均
等
ナ
Y
化
骨
ヲ
替
ミ
其
所
見
ノ
著
ジ
ク
拘
倭
病
－
一
類
似
ジ
、
前
牌
骨
殊
－
一
榛
骨
A

異
様
ノ
形
態
ト
短
縮
ヲ
示
ス
、
加
之
本
崎
形
患
者

ノ
他
ノ
鱒
部
－
一
拘
健
病
性
徴
候
ヲ
具
備
セ
Y
例
f

報
告
サ
レ
シ
モ
ノ
ア
ソ
、
例
之
口
H
G
F
F
昌
巳

p
g
p
岡山口
E
2
0
P
K
F
己
o
巳
ロ
諸
氏
ノ
例

」一於－
7
A
脊
柱
側
轡
、
。
白
星
四
三
氏

A
脊
柱
側
轡
及
X
字
脚
、
国

0
5
2
F
m
r
g倉
民

A
肋
骨
膨
隆
、
間
ψ
P
E－－氏

A
漏
斗
扶
胸
廊
、
届
平
足
及

X
字
脚
、

p

gコ
5
5
氏

A
漏
斗
朕
胸
廓
及
脊
柱
側
轡
、

HL04
氏

A
漏
斗
朕
胸
廓
及
扇
卒
足
、

p
g
w
o
氏

A
X
宇
脚
、
虫
omユ
淳
氏

A
門
歯

ノ
著
明
ナ
M
F

拘
倭
病
性
鑓
化
、
軽
度
ノ
肋
骨
膨
隆
、
脊
柱
側
轡
、
外
都
足
並
ニ
属
平
足
等
ァ
費
見
セ
リ
ノ
、
其
他
国
A
V
E
E
r
氏
等
ハ
肋
骨
－
一
於

ケ

Y
連
珠
ヲ
モ
有
ス

Y
例
－
一
遭
遇
ジ
、
之
等
諸
皐
者
ノ
多
ク

A
F
g
o
y
k
P
E
E
P
Z
E－N
司
、
目
・
〈
C

］一
g
P
H
E
w
巧
・
出
己
］
O
F
E
5
5
回目

g
p

回
50H
氏
等
ト
共
－
一
何
レ
モ
拘
僕
病
殊
－
一
－
後
後
性
拘
偉
病
ノ
鷲
ス
原
図
的
関
係
ヲ
是
認
セ

p
、
宮
o
w
g
氏
A

一
九
一

O
年
文
籍
中
ヨ

y
五
八

例
ヲ
蒐
集
uv
此
内
曾
4

プ
拘
倭
病
ヲ
経
過
セ

Y
特
－
一
貧
困
ナ
Y
者
ノ
多
キ
ヲ
看
取
セ

p
、
又

F
S
E
E
L凶
0
4
氏
ノ
如
ク
本
崎
形
ヲ
以
ア
特
穏

ノ
疾
患
ト
見
倣
＋
ノ
ズ
シ
ア
局
所
性
拘
偉
病
若
ジ
ク
A

局
所
性
後
藤
性
拘
倭
病
ノ
一
タ
Y

－
一
一
一
過
ギ
ズ
ト
断
ズ
Y
者
毛
ア

p
、
出
。
B
E
V
氏
A

一

九
一
一
年
本
崎
形
ト
拘
偉
病
並
－
一
彼
ノ
好
ン
デ
女
性
ヲ
侵
ス
骨
軟
化
症
ト
ニ
闘
シ
ア
興
味
深
キ
叙
越
ヲ
行
へ
η
ノ
、
郎
チ
氏
A

拘
僕
病
ト
骨
軟
化

割
合
仏
ミ
（
｝

民
乙
ι
．Z
明。P



症
ト
A

臨
床
上
病
症
ノ
程
度
－
一
一
軽
重
ヨ
ソ
ア
V

其
本
態
－
一
至
リ
ア
A

相
共
通
セ

Y

毛
ノ
ナ
ラ
ム
ト
ノ
見
地
ヨ
リ
、
本
病
費
生
ノ
原
因
ヲ
、
路
胎

腺
ノ
機
能
障
碍
－
一
因
U
F

後
費
性
拘
偉
病
乃
至
骨
軟
化
症
－
一
一
於
ケ

Y
ガ
如
ク
、
異
常
ナ
Y
骨
質
ノ
軟
化
－
一
求
メ
タ
0

ノ
、
然

ν
共
本
崎
形
成
立
ノ
前

提
ト
ジ
ア
榛
骨
ノ
硬
度
減
退
ヲ
要
約
ト
ス

Y
ヤ
否
ャ
、
既
ニ
民
包
己
主
夫
氏
A

漠
然
ト
本
病
A

骨
系
統
ノ
素
質
虚
弱
－
一
基
因
ス
U
Y

毛
ノ
ト
思

考
ジ
、

H
W
2
・m
E
M
E－－
F
h
7
2
・P

出
dj

c
－5
・H
W

口
。－
zvg・
氏
等
毛
亦
骨
硬
度
ノ
麓
化
ヲ
察
セ

y
、
Ev－－百
mo－－氏
A

榛
骨
ノ
硬
サ
ト
之
ュ
加
A

Y
負
擢
ノ
不
均
衡
ナ

Y
鴻
ニ
、
起
Y

モ
ノ
ト
矯
て
従
ツ
ア
彼
ノ
外
傷
或
A

腕
関
節
ノ
炎
症
－
一
一
績
費
ス

Y
病
型
ハ
異
ノ
i
マ
U
UJ引
が
｜

ωーが
氏

崎

形
ヨ
リ
分
離
＋
ノ
Y
ペ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
後
援
性
拘
健
病
ノ
如
キ
A

骨
硬
度
ノ
一
時
的
減
退
ヲ
誘
致
ス
U
F
f

意
味
－
一
於
－
プ
蓬
カ
ニ
根
祇
ア

y
ト

日
ヒ
、

cprsz
氏
A

骨
ノ
中
毒
性
軟
化
ヲ
重
要
ナ
Y
前
提
ト
見
倣
セ
リ
ノ
、
其
他
句
。
己
窓
口
氏
A

困
司
ノ
前
勝
骨
ノ
消
耗
性
骨
炎

5
2
r官
自
白
o

p
t
t出
ニ
蹄
セ

y
、
以
上
諸
氏
ガ
拘
偉
病
ト
ノ
関
係
ヲ
容
認
セ
ン
ト
ス

Y
F
一
反
ジ
出
op
ニ－
L

氏
A

本
時
形
ヲ
有
ス

Y
者
ト
雄
毛
伺
偉
病
性
症

候
ヲ
備
フ
M
F

事
少
ク
、
叉
拘
倭
病
患
者
ノ
大
部
分
－
一
必
ズ
シ
モ
本
崎
形
ヲ
費
見
ジ
得
ズ
ト
ア
後
接
性
何
倭
病
基
因
説
ヲ
反
駁
ジ
巴
名
品
ou

pztTHE－
B
氏
等
之
－
一
賛
ジ
、
出
J
J

乙
F
f
p
EHF－
DP
F
E
氏
等
A

拘
健
病
性
ノ
モ
ノ
ヲ
異
ノ
寸
川
列
村
川
列
氏
崎
形
ヨ

y
分
離
セ
シ
ト
欲

セ
リ
ノ
、
＋
ノ

ν
y
c
g
m円申］
O

氏
A

本
崎
形
ノ
際
骨
端
軟
骨
ノ
耕
民
化
ヲ
惹
起
ス

Y
有
害
分
子
ノ
不
明
ナ

Y
間
A

拘
倭
病
ヲ
以
ア
原
図
的
ユ
無
債
値

ナ

y
ト
A

断
定
ジ
難
シ
ト
設
ケ

y
。

五
、
遺
億
的
乃
至
先
天
性
素
因
。

従
来
ノ
文
献
ユ
徴
ス

Y

－
一
本
崎
形
ガ
何
等
自
費
ス
ペ
キ
外
国
無
ク
且
一腰
々
同
時
－
一
雨
側
ヲ
侵
ジ
或
A

家
族
中
ノ
他
ノ
者
殊
－
一
女
性
－
一
於
－
Y

接
見
ジ
得
タ
Y
例
ア

y
、
震
－
一
蹴
－
一
多
ク
ノ
皐
者
A

本
崎
形
ノ
費
生
－
一
A

遺
惇
的
（

F
F
5
5
F
ロ
岳
4
2
3
？
L－r
r
J
1
C
］
Z
E
E－居合］岳山。吋）

乃
至
先
天
的
関
係
（

P
E・
E
－
を
三
Z
）
ノ
存
ス

Y

コ
ト
ヲ
推
考
セ
リ
ノ
、
出
血
件
。
吋
氏
ハ
統
計
上
少
ク
ト
モ
本
病
ノ
四

O
，

mユ
於
ア
家
族
的
費
現
タ

認
メ
、
回
乙
の
｝
E
F
－－｝｝

E
J
F・5
L
2
氏
等
A

再
帽］丹｝HF2・
氏
ノ
例
－
一
一
於
ア
偶
々
・
本
崎
形
ヲ
有
ス

Y
同
側
ノ
手
－
一
異
ノ
先
天
性
崎
形
－
一
麗
ス

Y

掌
指
短
縮
ノ
詩
明
セ
ラ
v
b
y
y
ヲ
見
ア
本
崎
形
ノ
成
立
－
一
A

先
天
性
素
因
乃
至
遺
侍
的
関
係
ノ
存
ス

Y

コ
ト
ヲ
認
メ
シ
ト
ジ
、

遺
傍
的
、
先
天
的
及
個
人
的
素
閃
設
ヲ
主
張
シ
、
初
日
∞
笹
山
田
酢
氏
モ
個
人
的
素
因
ヲ
仮
想
セ
リ
ノ
。

恒
三
］
島
氏
亦

第
""' 
奇書

F『

原

著..... 

局

折

五
五
九

（
第
背
骨
競

五
五
九
）



第
菅
谷

F『

原

著
"-' 

官
同

折

五
六
O

（
第
丹
市
披

五
六

O
）

以
上
A

本
崎
形
ノ
本
態
、
原
因
ユ
開
ス
U
Y

諸
家
ノ
準
設
ノ
大
綱
ナ
リ
、
余
偶
々
河
村
敷
授
ノ
数
室
－
一
在

y
－
プ
本
崎
形
ノ
三
例
ヲ
経
験
ス
U
F

ノ
機
曾
ヲ
得
特
－
一
原
図
的
－
一
モ
興
味
少
ナ
カ
ラ
ザ
Y
ヲ
思
ヒ
敢
ア
控
ニ
報
告
し
V

併
セ
ア
目
下
街
不
明
ノ
賠
多
キ
本
崎
形
ノ
本
態
、
原
因
ニ
就
キ

ア
卑
見
ヲ
述
べ
其
一
補
遺
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
。

奮

敵

例

第
－
例
佐
々
木
系
女
十
七
歳
生
徒
大
正
五
年
十
－
一刀
二
十
六
日
初
診

銃
役
症
。
遺
徳
的
糊
係
ト
シ
テ
ハ
一
兄
及
一
姉
が
北
ハ
ユ
織
機
突
起
品
川
ヲ
悠
ヒ
、
其
内
兄

ハ
大
正
四
年
二
十
二
歳
ヲ
以
テ
死
亡
セ
リ
、
品
九
ハ
曾
テ
下
府
ヲ
怠
ヒ
シ
事
ア

P
、
母
－
－
患

者
ト
問
機
叶
川
到
川
叶
川
氏
崎
形
及
下
肢
－
一
於
ケ
ル
多
俊
悦
軟
骨
性
骨
臆
ヲ
詮
明
兄
レ
ド

モ
（
第
三
例
参
照
〉
其
他
ハ
特
筆
ス
ベ

キ
事
無
シ
、
患
者
ハ
一
歳
ノ
時
頭
部
＝
皮
疹
ヲ
生
ジ

七
歳
／
時
「
ヂ
ア
テ
リ
1
」
－
－
櫨
リ
シ
外
著
忠
ヲ
知
ラ
ズ
、
生
来
健
康
－
－

U
テ
幼
時
倫
倭
病

ヲ
経
過
セ
ル
事
無
ク
叉
詑
憶
ス
ベ
キ
外
傷
、
骨
折
等
ヲ
受
ケ
9
ル
事
無
シ
。

木
由
削
者
ハ
大
正
五
年
十
一
月
二
日
初
メ
テ
右
側
大
腿
／
下
端
内
側
－
－
破
キ
腫
癒
ノ
存
ス

ル
ヲ
知
H
起
臥
ニ
際
シ
テ
多
少
／
宮
町
病
ト
不
便
ト
ヲ
感
ジ
某
即
日
商
師
／
診
察
ヲ
受
ケ
塗
布
薬

ヲ
試
ミ
ラ
レ
シ
毛
上
漣
／
知
キ
苦
痛
依
然
ト
シ
テ
去
－
フ
ズ
十
二
月
二
十
六
日
途
昌
木
科
ヲ

紡
7

＝
至
レ
リ
。

現
症
。
岬
開
制
冊
、
替
益
、
共
－
一
－

m等
、
皮
下
脂
肪
組
織
及
筋
肉
ハ
年
齢
相
照
一
二
宮
塗
ス
、

顔
面
其
他
ノ
皮
膚
－
一
認
ム
ベ
キ
刷
費
化
無
シ
、
胸
廓
ノ
形
状
及
肋
骨
一
一
病
的
強
化
無
タ
胸
部

並
三
腹
部
臓
器
＝
異
常
ヲ
認
メ
ズ
、
脊
柱
正
、
下
肢
－
－
知
鹿
児
異
常
、
運
動
障
碍
等
無
シ
。

局
所
ヲ
検
ス
ル
ユ
患
者
ノ
訴
フ
ル
右
側
大
腿
骨
ノ
下
端
内
側
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
雨
側
魁
骨
内

線
ノ
部
分
－
－
モ
骨
硬
度
／
突
起
ア
リ
テ
砲
キ
腰
痛
存
ス
レ
共
之
ヲ
被
蓋
セ
ル
皮
膚
二
密
化

ナ
シ
、
「
レ

γ
ト
ゲ
ン
」
線
－
一
依
F
テ
診
ス
ル
＝
該
部
－
一
右
整
茸
朕
／
骨
突
出
ヲ
殺
明
シ
明

－
一
其
多
費
性
軟
骨
性
骨
脹
ナ
ル
ヲ
知
ル
（
附
岡
第
一
表
A
参
照
〉
、
夏
昌
木
患
者
／
他
／
蹄
胸

部
一
二
肌
キ
テ
精
査
見
ル
ュ
一
隅
倒
的
脚
殊
－
一
機
骨
ハ
掌
側
品
一
想
曲
uv

腕
閥
節
－
一
一
於
ケ
ル
手
背

－一向
7
運
動
モ
制
限
セ
ラ
レ
業
状
態
大
－
一
興
味
7
煽
ル
モ
ノ
ア
リ
、
図
ツ
テ
夫
々
「
レ
ン

ト
ゲ

ン
」
潟
民
ノ
撮
影
ヲ
行
ヒ
次
ノ
知
キ
所
見
ヲ
得
F
P
。

「
レ
ジ
ト
ゲ
シ
」
所
見
（
附
聞
第
一
表
B
、C
参
照
）
。
右
側
－
－

一於
テ
ハ
犠
骨
J

著
明
ナ
ル
掌

側
並
＝
尺
骨
側
樽
曲
ヲ
設
明
ス
、
尺
骨
ハ
検
骨
－
一
日
比
シ
迭
－
一
溺
キ
小
指
側
凸
努
ヲ
有
シ
旦

其
末
梢
骨
端
線
附
近
－
一
テ
検
骨
側
一
－
小
ナ
ル
骨
膜
ヲ
認
ム
、
而
シ
テ
腕
関
節
ハ
主
ト
シ
テ

検
骨
ト
腕
骨
第
一
列
ヨ
リ
ナ
リ
尺
骨
ハ
背
側
不
全
脱
臼
ノ
位
置
ヲ
保
チ
テ
殆
ン
ド
腕
関
節

／
構
成
＝
占
拠
－
フ
ズ
、
叉
左
側
前
略
－
一
於
テ
ハ
梼
骨
、
尺
骨
北
ハ
－
一
強
タ
栂
指
側
－
－
肉
ヒ
テ
狐
ー

扶
昌
轡
曲
シ
同
時
三
積
骨
ノ
掌
側
海
曲
及
尺
骨
下
端
ノ
背
側
不
全
脱
臼
ヲ
認
ム
、
左
側
品

於
ケ
ル
之
等
屈
曲
ρ

右
側
－
一
比
シ
夏
ニ
高
度
ナ

p
、
倫
榛
骨
＋
木
材
／
骨
端
部
ハ
著
シ
タ
努

形
シ
英
問
端
部
／
尺
骨
側
－
－
著
明
ナ
ル
線
状
ノ
骨
腫
ヲ
有
ス
、
尺
骨
ハ
略
下
回
分
／
一
ノ

境
孟
テ
脅
／
一
部
外
骨
服
様
－
一
突
隆
シ
且
時
相
続
線
ス
、
腕
閥
節
亦
異
様
ノ
像
ヲ
曇
シ
尺
骨

ハ
殆
ン
ド
之
ニ
闘
輿
セ
ズ
。

爾
側
北
ハ
榛
骨
ノ
下
端
関
節
商
ρ

著
シ
タ
尺
骨
－
一
向
ヒ
テ
傾
斜
シ
骨
端
軟
骨
ノ
像
ハ
銃
－
－

之
7
明
滅
シ
得
ザ
ル
モ
検
骨
側
－
一
於
テ
ハ
後
育
比
較
的
旺
盛
ナ
ル
ニ
拘
一
フ
ズ
尺
骨
側
－
一
於

テ
著
シ
タ
其
不
充
分
ナ

P
シ
ヲ
娘
像
ス
ル
－
ニ
難
カ
一
ブ
ズ
、
腕
骨
／
排
列
ハ
何
レ
モ
正
規
ノ

狐
欣
ヲ
成
サ
ズ
シ
テ
襖
扶
三
迎
夕
月
吠
骨
其
先
端
－
一
位
シ
常
＝
幾
〈
n
掌
側
E

移
動
セ
リ
、

線
テ
榛
骨
／
屈
曲
性
国
間
化
ハ
骨
棺
ユ
於
テ
モ
相
営
張
。
認
メ
得
ル
モ
米
粉
部
－
一
一
簡
シ
テ
額
一

著
ナ

P
、
機
管
長
袖
／
純
情
吠
ハ
之
7
詮
明
シ
得
ズ
、
崎
形
ρ

一
般
－
一
右
側
ヨ
リ
モ
左
側
＝

於
テ
強
シ
。

郎
チ
患
者
A

多
殻
性
軟
骨
性
骨
腫
ト
共
－
一
比
較
的
高
度
ナ
Y
南
側
性
？
l
デ

y
y
m
氏
崎
形
ヲ
患
ヒ
居
Y
者
ナ
リ
、

窓
－
ご
於
ア
此
雨
疾
患



ガ
遺
体
ト
閥
係
ヲ
有
ス
ペ
、
シ
ト
ノ
皐
設
ァ
回
想
ジ
念
ノ
潟
同
伴
セ

Y
母
ニ
就
キ
ア
検
診
セ
ジ
ユ
偶
然
衣
／
如
キ
事
質
ヲ
費
見
ス

Y

ュ
至

ν
y

第
ニ
例
第
一
例
患
者
J

母

四

十

三

歳

一

今
日
迄
日
常
家
庭
ノ
主
婦
ト
シ
テ
働
ク
以
外
物
種
／
仕
事
ニ
従
ハ
ズ
、
且
著
忠
或
ハ
外

傷
等
ヲ
経
験
セ
ズ
、
現
在
健
康
ユ
シ
テ
何
等
病
感
ヲ
有
セ
ズ
然
ル
＝
茸
（
企
身
Z

就
キ
テ

X
線
ヲ
臨
応
用

ン
テ
検
ス
ル
Z

右
側
魁
骨
内
線
／
部
－
ニ
笠
裕
一一
笠
帆
／
軟
骨
性
骨
臆
ヲ
設
問明シ

一

〈
附
閲
第
二
夫
A
参
照
）
更
ユ
今
日
迄
自
他
共
一
一
全
タ
一
法
意
セ
ザ
リ
シ
モ
右
前
勝
ヲ
左
側
ノ

一

夫
レ
ト
比
較
ス
ル
時
ハ
尺
骨
室
状
突
起
ハ
手
背
－
一
突
出
U

テ
手
ト
J

問
－
一
一
陥
浸
ヲ
形
成

一

シ
手
ハ
掌
側
－
一
一
移
動
セ
リ
、
因
リ
テ
之
亦
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
潟
英
ヲ
撮
影
シ
突
ノ
知
キ
措
変
化
一

ア
ル
ヲ
ム
確
メ
得
タ
リ
。

右
側
前
勝
ニ
於
ケ
ル
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
所
見
巧
附
闇
第
二
夫
β
参
照
）
。
右
側
検
骨
ハ
巾
央

部
ヨ

P
末
端
－
一
亙
リ
明
ユ
掌
側
並
－
－
尺
骨
側
－
一
向
ヒ
テ
児
幽
シ
該
骨
下
端
関
節
商
亦
尺
骨

側
－
一
傾
夕
、
米
柑
部
骨
端
軟
骨
紋
ハ
最
早
之
ヲ
認
メ
得
ズ
、
叉
長
軌
捻
酬
明
ヲ
誇
明
セ
ズ
、
次

－
一
尺
骨
ハ
樫
ク
前
勝
巾
央
線
－
一
臨
調
シ
テ
凶
轡
シ
、
下
端
ハ
背
側
不
全
般
臼
ノ
位
置
ヲ
取
り
、

従
ツ
テ
腕
骨
／
第
一
列
ハ
機
管
ト
密
－
一
接
ス
レ
ド
モ
尺
骨
ト
相
離
ル
、
而
シ
テ
木
例
－
－
於

テ
モ
腕
骨
第
一
列
ハ
柑
喫
紋
－
一
近
キ
排
列
ヲ
夫
円
〈
モ
一
娘
／
夫
レ
＝
比
λ

レ
パ
大
品
軽
シ

故
ニ
母
由
一
一
於
ア
A

娘
ヨ
w
y

毛
・
崎
形
ノ
度
一
般
－
一
腰
シ
ト
雄
モ
宵
定
型
的
右
側
マ

1
Jア
Y

ン
グ
氏
崎
形
及
下
肢
－
一
一
於
ケ

Y

軟
骨
性
骨
腫
ノ
存

在
ス
M
Y

ヲ
認
ム
。

従
来
マ

1
デ

Y

ン
グ
氏
崎
形
ト
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
ト
ノ
関
係
－
一
就
キ
ア
A

相
営
論
議
セ
ラ
レ
タ
グ
’
所
ニ
ジ
ア
銃
二
本
崎
形
ノ
際
平
一
一
骨

端
軟
骨
附
近
ニ
ア
尺
骨
側
ニ
小
ナ

Y
骨
腫
ヲ
偶
接
セ

Y
モ
ノ
数
例
ア
リ
（
町
内
田
g
E
U
P
U－
F
g
r
F
k
P
E
E3
20m円山田
F

り
σ
君

主

m
f
2
2・

困

42ロ
］
向
。
）
然
レ
並
ハ
之
等
ノ
骨
川
瓶
・
主
極
メ
ア
小
－
一
し
て
ア
濁

y
z
g『
巨
伊
豆
氏
ノ
例
ノ
ミ
ハ
前
牌
ノ
廻
旋
運
動
ノ
抑
制
ナ
w
F

、
程
度
ノ
モ
ノ
ナ

9
キ、

F
E
C
Y
同
町
白
山
田

g
p
同
M
G
U

’F
C
Z百
含
戸
・
民
主
E
H
F

－YEhrufE
ノ
諸
氏
A

之
等
骨
腫
ガ
屡
々
長
管
骨
ノ
轡
曲
ヲ
招
致
ス

Y
彼
ノ
多
費
性
軟

骨
性
骨
腫
ト
何
等
カ
ノ
開
係
ヲ
有
ス
ペ
ジ
ト
思
考
ジ
且
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
A

骨
端
軟
骨
ノ
異
常
ナ

Y
費
育
－
一
基
キ
、
遺
博
的
－
一
幼
若
者
ヲ
侵

u
v
d

、
病
勢
一
程
度
－
一
進
展
ジ
タ

Y
後
葉
増
悪
ノ
傾
向
ヲ
停
止
ス

Y
ノ
特
性
ヲ
有
ス

Y
ア
以
ア
マ

l
Jプ
Y

シ
グ
氏
崎
形
モ
恐
ラ
ク
之
ト
同
律
ノ

疾
患
－
一
非
ズ
ヤ
ト
想
像
セ
リ
ノ
、
然
レ
共
今
日
迄
此
蝦
説
ヲ
立
読
ス

Y

ニ
足
u
y

痕
例
無
ク
、
殊
－
一
余
ノ
寡
聞
ナ
Y
未
グ
引
川
列
川
刈
列
氏
崎
形

ノ
際
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
ヲ
件
ヒ
ジ
A

余
等
ノ
例
ノ
他
其
報
告
ヲ
見
ザ
Y
モ
ノ
、
加
ジ
、
サ
レ
バ

3
2
F
氏
ノ
如
キ
モ
大
略
究
ノ
加
キ

事
賓
ヲ
指
摘
し
V

こ
プ
上
越
ノ
仮
設
ヲ
騨
駁
セ
η
ノ
、
印
チ
（
ご
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
－
一
月
遺
侍
ノ
賞
例
甚
グ
多
キ
ユ
反
ジ

A

之
－
一
乏

γ
ク
、
（
二
）
前
者
A

極
メ
ア
幼
年
期
－
一
好
費
ジ
一
ア
無
痛
性
ナ
Y

モ
後
者
A

九
l
十
六
歳
ノ
間
エ
頻
接
ジ
ア
屡
々
疹
痛
ア
件
プ
、
（
三
〉

マ
1
デ

Y

シ
グ
氏
崎
形

w; 
;-1< 

~ 

F「

原

著
L」

日，

折

五
六

（
第
宗
務

五
六
一
〉



第
出
帆
胤
骨

F、
原

妻、...I

自』

折

五
六

〈
第
内
日
放

五
六
二
〉

多
接
性
軟
骨
性
骨
肺
ノ
際
－
一
A

尺
骨
－
一
軟
骨
性
骨
腫
ヲ
有
ス

Y
魚
該
骨
A

却
－
ア
榛
骨
ヨ
リ
モ
短
縮
ス
、
反
之

7
1デ
Y

ン
グ
氏
崎
形
－
一
於
ey

A

業
主
健
ニ
吊
ニ
榛
骨
一
一
存
ジ
、
尺
骨
ノ
襲
化
A

軽
微
ナ

Y
副
次
的
ノ
モ
ノ
ナ
Y
事
、
（
四
）
夏
－
一
其
名
ノ
示
ス
如
ク
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
A

骨
系
統
ノ
種
々
ナ
Y
部
位
－
一
多
脅
ス

Y
屯

マ

1
デ
U
Y

ン
グ
氏
崎
形
A

特
一
一
桂
川
骨
ノ
病
的
品
質
化
－
一
層
uv
他
ノ
全
身
諸
骨
A

常
－
一
殆
シ
ド
尋
常
ナ

リ
、
是
－
一
由
ア
之
ヲ
観
レ
バ
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
二
逗
侍
的
換
言
ス
レ
バ
先
天
性
ノ
一
疾
患
ナ
Y
モ
之
迄
－
一
費
表
セ
ラ
V

タ
Y
マ

1
Jプ
y
y
グ

氏
崎
形
ノ
多
ク
A

青
春
期
郎
チ
後
天
性
二
宮
生
セ

Y

毛
ノ
ナ
w
y

ヲ
以
－
プ
多
様
性
軟
骨
性
骨
腫
ノ
如
グ
之
ヲ
先
天
性
疾
患
ニ
麗
セ
シ
ム
M
F

能
A

ズ
ト
。

第
三
例
臨
削
減
茶
女
十
八
歳
生
徒
大
正
十
二
年
五
月
二
十
八
日
入
院

一

差
益
。
尖
系
／
机
尖
ハ
胃
一世
一
テ
、
尖
ハ
肺
結
核
－
一
テ
鈴
ル
、
母
ハ
今
倫
健
在
λ

、
一

同
胞
七
人
ア
リ
シ
ガ
内
一
名
ハ
疫
病
－
－
テ
、
二
名
ハ
脳
膜
炎
ヲ
怠
ヒ
テ
夫
折
セ
日
、
其
他
一

ユ
遺
体
的
関
係
ヲ
説
明
セ
ズ
、
患
者
ハ
元
来
蒲
柳
／
質
ナ
ル
モ
一
一
一
年
前
旅
行
性
感
胃
＝
催
一

リ
シ
外
ハ
著
怠
ヲ
知
ラ
ズ
。

一

然
ル
ユ
口
約
一
一
ヶ
月
前
ヨ
リ
時
々
不
規
則
ナ
ル
傑
カ
ノ
俊
組
問
ノ
感
、
軽
キ
咳
敬
及
食
思
不

一

振
7
訴
へ
且
頚
部
淋
巴
紗
ノ
無
痛
性
－
一
精
照
大
セ
ル
ヲ
気
付
ケ
リ
・
持
用
品
常
初
来
持
ノ
治
一

療
ヲ
受
ケ
シ
モ
漸
次
増
惑
ノ
兆
ア
リ
、
大
正
十
二
年
況
月
二
十
八
日
本
科
ヲ
訪
レ
同
日
入
一

院

見

。

一

現
症
。
健
格
中
等
大
、
骨
格
繊
弱
、
栄
養
柑
不
頁
、
筋
肉
ノ
俊
育
雄
官
遁
昌
近
夕
、
皮
下
一

脂
肪
組
織
少
シ
ク
減
少
、
顔
面
粉
芳
白
、
脈
徳
正
調
且
充
貧
ナ
レ
ド
モ
一
分
時
約
百
至
ヲ

一

算
ス
、
頭
部
－
－
滋
一
疹
無
て
口
車
豆
腐
桃
線
－
－
異
常
ヲ
認
メ
ズ
、
雨
側
一
線
加
盟
土
ト
シ
テ
胸
一
銭
一

乳
頭
筋
／
後
部
－
一
凡
ソ
擁
指
頭
大
ノ
闘
形
、
無
痛
性
／
腫
癒
ヲ
多
数
－
－
鯖
知
λ

、
該
腫
癒
一

ハ
一
般
二
慨
ク
シ
テ
軟
化
セ
ル
部
分
ハ
之
ヲ
認
J
F

得
ザ
ル
モ
其
各
鯛
7
識
別
見
ル
コ
ト
ハ
一

精
困
難
ナ

p
、
唯
下
底
ト
ハ
儲
－
二
抽
内
心
者
ス
レ
ド
毛
皮
膚
ト
ハ
然
－
マ
ズ
隔
側
ヰ
殺
／
下
部
及
一

左
側
＝
於
テ
ハ
耳
殺
後
部
－
一
院
豆
大
、
問
機
／
服
携
鯛
知
セ
ラ

レ
、
左
側
耳
品
開
後
部
－
一
ハ
一

院
－
7
栂
指
頭
大
三
選
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
胸
廊
、
脊
柱
晶
形
態
的
異
常
ヲ
認
メ
ズ
、
雨
肺
ノ
－

上
薬
ハ
濁
点
目
ヲ
羊
シ
、
布
川
尖
－
－
於
テ
殊
－
ニ
楓
著
ナ
り
、
鎖
骨
上

m－
一
於
テ
ハ
呼
集
延
長

一

シ
、
大
小
／
滋
性
水
泡
音
ヲ
聴
取
ス
、
心
臓
／
理
象
的
所
九
ハ
特
筆
λ

ペ
キ
モ
／
無
ク
腹

部
二
極
度
／
膨
棋
倒
ト
抵
抗
ヲ
鐙
明
シ
府
下
部
一
一
一
鈍
キ
歴
痛
ア
リ
、
下
肢
－
－
異
常
無
シ
。

即
チ
患
者
ハ
雨
側
肺
浸
潤
－
一
一
顎
線
結
核
及
結
核
性
腹
膜
炎
ヲ
併
俊
セ
ル
者
＝
シ
テ
穂
温

ハ
三
十
五
度
八
分
ヨ
リ
最
高
三
十
八
度
四
分
ノ
間
ヲ
弛
張
性
－
一
上
下
シ
午
後
後
熱
ス
ル
ヲ

常
ト
セ
リ
、
因
テ
肺
浸
潤
－
一
向
ツ
テ
ハ
一
般
内
科
的
結
核
療
法
ヲ
行
ヒ
、
頚
腺
結
核
、
結
核

性
腹
膜
炎
－
－
封
シ
テ
ハ
一
般
状
態
ヨ
り
推
考
シ
テ
募
ラ
「
レ

y
ト
ゲ
ン
」
放
射
－
一
依
ル
保
存

的
療
法
ヲ
行
フ
ヲ
以
テ
方
針
ト
セ
リ
。

然
ル
－
一
本
患
者
＝
於
テ

k
逃
／
知
キ
全
身
検
査
ノ
際
偽
然
左
側
腕
関
節
部
－
－
於
テ
手
ハ

軽
ク
掌
側
－
一
移
動
シ
、
其
形
状
甚
ダ
注
意
ヲ
惹
ク
＝
足
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
後
見
セ

p
、
勿
論

該
雌
密
化
ハ
今
日
迄
自
他
共
－
7
全
タ
費
知
セ
ザ
P
シ
所
－
一
シ
テ
従
ツ
テ
怠
者
ハ
之
ガ
居
ケ
一
比
一
一

／
不
健
‘
苦
痛
7
感
ゼ
シ
コ
ト
無
シ
、
葱
＝
於
テ
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
潟
良
一
戸
依
リ
テ
其
木
態

ヲ
探
究
ス
ル
二
次
ノ
知
キ
所
見
ヲ
得

9
p
。

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
所
見
〈
附
圏
第
三
表
参
照
）
。
榛
骨
ハ
著
明
ナ
ル
掌
側
並
－
一
口
八
骨
側
得
曲

ヲ
一
部
見
、
而
シ
テ
此
／
爾
屈
曲
ハ
骨
端
J

ミ
ナ
ラ
ズ
骨
健
二
モ
波
及
シ
、
検
骨
会
長
ハ
著
シ

タ
煩
縮
セ
リ
・
夏
－
一
一
繍
著
ナ
ル
ハ
末
梢
部
ノ
現
化
－
一
シ
テ
其
横
径
ノ
按
大
セ
ル
外
、
関
節

商
ρ

尺
骨
－
一
向
ヒ
テ
極
度
／
札
制
位
ヲ
保
チ
検
骨
、
尺
骨
／
雨
笠
扶
突
起
／
先
端
ヲ
結
合
λ

ル
仮
想
級
ト
約
七

O
皮
／
角
度
ヲ
以
テ
交
リ
、
叉
検
骨
／
正
常
ナ
ル
長
軸
ト
殆
ン
ド
平
行

ス
、
骨
端
腺
ノ
像
ハ
銃
z
多
少
明
瞭
ヲ
鉄
グ
毛
一様
骨
側
一
半
ハ
品
同
容
易
タ
其
影
／
淡
明
－
－



ジ
テ
幅
廉
キ
ユ
一
民
シ
尺
骨
側
一
－
午
ハ
謹
二
狭
キ
陰
影
7

投
ジ
早
期
骨
様
鑓
化
二
陥
レ
ル
状

態
7

明
一
成
ス
、
従
ツ
テ
化
骨
線
ノ
尺
骨
捌
傾
斜
ハ
閥
節
面
／
夫
レ
ニ
比
シ
・
少
シ
ク
弱
タ
榛

骨
ノ
正
常
ナ
ル
長
紬
ト
約
一

O
度
ノ
角
度
ヲ
成
セ
リ
、
尺
骨
－
一
於
ケ
ル
崎
営
化
ト
シ
テ
ハ
其

上
部
ハ
殆
ン
ド
直
走
ス
ル
モ
末
精
端
四
分
ノ
一
ハ
榛
骨
側
一
一
一
屈
曲
シ
、
且
関
節
端
ハ
殆
ン

ド
不
全
脱
臼
ノ
域
ヲ
脱
シ
テ
高
度
－
一
背
側
一
一
向
ヒ
テ
移
動
シ
、
然
一
一
月
状
骨
、
頭
吠
骨
ノ

像
ト
重
後
シ
、
夏
－
一
持
政
骨
笠
状
骨
尖
端
ハ
腕
骨
第
二
列
小
多
角
同
｛
目
／
尖
端
－
一
達
セ
リ
、
従

ヅ
テ
手
根
部
閥
節
／
状
態
奇
異
ノ
像
プ
墨
シ
腕
骨
第
一
一
列
ハ
月
賦
骨
ヲ
其
尖
端
ユ
宿
シ
テ

約
六
O
度
／
角
度
ヲ
成
λ

定
型
的
喫
状
7
現
ハ
シ
、
機
骨
ハ
舟
状
骨
、
月
状
骨
ト
関
節
シ

テ
尺
骨
下
端
ハ
手
根
骨
、
榛
骨
ヨ
リ
法
ク
背
側
－
ニ
雌
ル
、

R
舟
朕
骨
H
A

月
叫
机
骨
ハ
検
骨
閥

節
端
ノ
少
シ
ク
掌
側
－
一
移
動
セ
リ
。

右
側
前
勝
－
一
一
於
テ
ハ
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。

以
上
余
ノ
三
例
A

各
強
弱
其
度
ヲ
異
ニ
ス
レ
ド
毛
臨
床
上
、
殊
ニ
其
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
像
A

何
レ
モ

7
1
Jア
w
F

ン
グ
氏
崎
形
ト
認
ム
ペ
キ
号

ノ
ナ
リ
。

鱒
括
的
摘
要
夜
結
論

〈
一
）
余
等
ノ
経
験
セ

Y
三
例
A

何
レ
モ
比
較
的
偶
然
－
一
接
見
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
－
プ
全
然
白
魔
症
賦
ヲ
挟
ケ

y
、
蓋
ジ
本
崎
形
ノ
稀
ナ
ロ
ノ
ト

稀
セ
ラ
山
戸
、
所
以
A

余
ノ
例
ノ
如
ク
大
ナ
M
F

機
能
障
碍
、
殊
－
一
疹
痛
ヲ
快
ケ
Y

コ
ト
屡
々
ナ
Y
ヲ
以
ア
患
者
ヲ
ジ
ア
受
療
ノ
必
要
ヲ
戚
ゼ

ジ
メ
ザ
M
F

カ
叉
A

全
然
注
意
ヲ
梯
フ
コ
ト
無
ク
看
過
セ
ラ
’
レ
何
等
カ
メ
機
曾
－
一
偶
然
傍
人
ヨ

9
接
見
セ
ラ
M
F

、
ヨ
ト
多
キ
ガ
潟
ナ
ラ
ム
、
従

ツ
ア
本
崎
形
A

従
来
一
般
－
一
信
ゼ
－
フ

y
、
ガ
如
ク
爾
ク
稀
有
ナ
グ
’
疾
患
－
一
A

非
ザ
Y

ペ
キ
ヵ
。

（
ニ
）
余
等
ノ
三
例
A

全
部
女
性
－
一
ジ
ァ
、
其
年
齢
三
一
例
ニ
在

y
－7
A

十
七
歳
及
十
八
歳
一
一
－
プ
共
一
本
病
ノ
好
費
期
ト
稀
セ
ラ
w
y

、
青
春
期

ナ
9
、
一
例
ノ
ミ
四
十
三
歳
ノ
婦
人
－
一
之
ヲ
費
見
セ

9
、
然
レ
共
業
費
病
A

之
ヲ
青
春
期
－
一
遡
η
ノ
ア
考
フ
ヲ
得
ペ
ク
従
ツ
ア
本
崎
形
－
一
特

有
ナ
Y
性
及
年
齢
ノ
関
係
A

余
等
ノ
例
亦
略
一
致
ス
。

（
三
）
患
側
ノ
関
係
A

雨
側
性
ノ
宅
ノ
一
例
、
左
側
一
例
、
右
側
一
例
ナ

9
。

〈
四
）
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
寓
異
検
査
ノ
成
績
－
一
依
V

バ
常
－
一
榛
骨
末
端
A

夫
々
掌
側
－
一
向
ヒ
ア
屈
曲

γ
且
同
時
－
一
強
キ
尺
骨
側
轡
曲
ヲ
モ
謹
明

セ
ラ
M

戸
、
骨
端
部
－
一
於
－
プ
A

其
形
不
恰
好
ナ
Y
上
－
一
関
節
面
A

尺
骨
－
一
向
ヒ
ア
傾
斜
ス
、
コ
A

第
三
例
－
一
於
ア
最
毛
顕
著
－
一
u
v
e
ア
梼
骨
、
尺

骨
ノ
雨
窒
朕
突
起
結
合
線
ト
貫
－
一
七

O
度
ノ
角
度
7
成
セ

y
、
而
ジ
ア
榛
骨
ノ
屈
曲
A

何
レ
モ
骨
端
部
－
一
一
於
ア
強
キ
モ
向
骨
髄
－
一
モ
波
及

~ 

巻

F「
原

著、」

i話

折

－
L

．、
J

’J
／
 

（
第
九
札
競

一
九
六
三
〉



第
点
弘
容

F『

原

著、」

高

折

五
六
凶

（借用
査
波

瓦
六
川
〉

ス
、
之
等
ノ
事
貰
殊
－
一
関
節
面
ノ
位
置
移
動
つ
想
ア
ニ
榛
骨
々
端
軟
骨
ノ
尺
骨
側
一
宇
ガ
早
期
化
骨
ヲ
替
ミ
ア
其
後
育
ヲ
停
止
セ

Y

－一

反
ジ
、
榛
骨
側
一
竿
A

斯
カ
U
F

障
碍
ヲ
受
ク

Y

コ
ト
無
ク
尋
常
ノ
成
長
ヲ
遼
グ
以
－
プ
不
均
等
ナ

Y
畿
育
朕
態
y

誘
致
セ
－
Y

レ
タ

Y
結
果
ナ

Y

ぺ
ジ
、
又
尺
骨
ノ
末
端
A

何
レ
モ
特
有
明
瞭
ナ
Y
手
背
－
一
向
プ
不
全
股
臼
ヲ
表
A

ス
ト
雄
モ
其
屈
曲
性
愛
化
－
一
至
凶
ノ
ア
A

榛
骨
ヨ
η
ノ
進

ニ
弱
ク
加
之
第
一
例
ノ
場
合
－
一
於
－
プ
A

業
轡
曲
ノ
凸
端
A

寧
ロ
榛
骨
側
－
一
向
ヒ
、
之
ヲ
榛
骨
側
凹
轡
ヲ
成
ス
爾
鈴
ノ
症
例
ト
掛
比
セ
ン
カ

尺
骨
ノ
獲
化
A

檎
骨
ノ
夫
レ
ノ
如
ク
常
－
二

律
ノ
モ

ノ
ナ
ラ
ズ
ト
謂
ヒ
得
ペ

ク
、
畢
寛
本
崎
形
ノ
原
麗
化
月
榛
骨
白
樺
－
一
存
ジ
尺
骨
A

之

二
附
随
ジ
4

プ
副
次
的
－
一
品
質
化
セ

Y

ュ
一
過
ギ
ズ
、
腕
骨
亦
之
－
一
準
ズ
境
骨
ノ
長
軸
ノ
轄
摂
ハ
之
ヲ
讃
明
ジ
得
ズ
。

（
五
）
全
例
ヲ
通
刊
で
プ
其
遠
因
乃
至
近
悶
ト
認
ム
ペ
キ
職
業
的
影
響
、
外
傷
等
ヲ
読
明
セ
ズ
、
買
際
機
械
的
作
用
ガ
如
何
－
一
年
ユ
ロ
哲
『
氏
ノ
謂

へ
M
F
J

刀
加
キ
保
件
ヲ
具
備
ス
レ
バ
ト
ア
普
通
ノ
仕
事
ヲ
替
潟
γ
乍
ラ
尋
常
ノ
骨
系
統
－
一
斯
ク
モ
著
明
特
異
ノ
擾
形
ヲ
誘
致
ス

Y

モ
ノ
ト
A

思
考
ジ
得
ズ
、
サ
レ
バ
本
崎
形
ガ
右
手
－
一
比
ジ
日
常
使
用
ス

Y
事
少
キ
左
手

↓一
於
ア
モ
煩
繁
費
見
セ
ラ
M
Y

、
事
質
－
一
…
徴
ス
wy

モ
職
業
及
外

傷
ノ
原
肉
的
償
低
A

只
他
－
一
潜
在
ス

Y
素
因
若
ジ
ク
A

其
因
ヲ
助
長
ス

Y
ノ
動
機
タ
Y

－
ご
過
ギ
ザ
Y

ペ
ジ
。

（
六
）
何
億
病
ニ
閥
ジ
－
プ
モ
余
等
ノ
例
ニ
一
於
－
Y
A
金
ク
其
讃
跡
ヲ
接
見
シ
得
ズ
、
蓋
シ
属
。
］
口

7
5
氏
ノ
謂
へ
M
Y

如
ク
何
僕
病
ノ
一腰
々
ナ

Y

由一比

ジ
本
崎
形
ガ
稀
ナ
w
y

事
早
後
性
拘
僕
病
－
一
特
有
ナ
U
F

骨
端
軟
骨
増
殖
帯
ノ
膨
大
ヲ
挟
ケ
M
Y

事
及
本
崎
形
ガ
女
子
－
一
多
キ
モ
男
子
－
一
少
キ
事

等
ヲ
想
A

V

車
－
一
一
何
健
病
ノ
ミ
ヲ
以
－
プ
A

葉
原
因
ヲ
決
定
ジ
得
ズ
、
然
レ
共
余
A

自
己
ノ
経
験
セ

Y
患
者
－
一
拘
償
病
性
麗
化
ヲ
快
ケ

Y
ノ

一
事
ア
以
－
プ
直
ニ
拘
倭
病
基
因
設
ヲ
否
定
し
V

去
ラ
ン
ト
ス
UY

者
－
一
非
ズ
ジ
ア
寧
ロ
骨
端
軟
骨
領
域
ノ
援
化
一
一
職
由
シ
ア
崎
形
ノ
完
成
サ
Y

、
放
態
ヨ
リ
ノ
察
ジ
、
恐
－
プ
ク
此
ノ
雨
者
A

相
共
通
セ
U
Y

原
図
的
基
低
ノ
上
－
一
立
ツ
モ
ノ
ナ
ラ

γ
ト
信
ズ
。

（
七
）
其
他
余
A

本
崎
形
ノ
際
－
一
先
天
性
素
因
ノ
存
ス

Y

コ
ト
モ
一
確
信
セ
シ
ト
ス
、
余
等
ノ
第
一
例
－
一
於
F

プ
A

娘－一

7
1デ
y
i川
列
氏
崎
形
ト

共
ユ
多
費
性
軟
骨
性
骨
腫
ヲ
讃
明
hv
、
第
二
例
ナ
UF

其
母
－
一
毛
亦
同
一
一
獲
化
ヲ
接
見
セ
リ
ノ
、
斯
ク
ノ
如
キ
A

猫

y
本
崎
形
－
一
封
ス
U
Y

遺
侍
的

関
係
乃
至
先
天
性
素
因
ノ
一
好
例
h
p
y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
先
進
皐
者
ガ
多
接
性
軟
骨
性
骨
腫
ヲ
以
ア
本
崎
形
ノ
原
因
ヲ
説
明
セ
ン
ト
欲
セ
シ

仮
設
ヲ
魁
明
ニ
立
読
し
V

得
タ

Y
毛
ノ
ト
謂
フ
ペ
ジ
。
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